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　市内の他の地域・地区の子ども達を
みんなで受け入れるという意識のもと

保護者・地域の方々
の受入態勢の整備

地域に根ざした
特色ある教育活動の
実施

これらを持続することが重要 2

コミュニティ・スクールと

地域学校協働本部の

活性化

特色ある教育の
実現

  市全域からの
  入学者確保効 果 的 な 魅 力 発 信
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小規模特認校制度の制度設計・
支援検討

広報、入学児童の募集

原小学校における学校規模適正化の取組スケジュール【 イメージ 】 
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①現状、学校教育におけるメリ
　ット・デメリット等の説明

※学校運営協議会、保護者説明
　会、地域自治組織の総会など

②教育環境をより良くするため
  の方法の検討（話し合い）

③学校の特色づくり（ブラッ
　シュアップ）

広
報
活
動

学
校
規
模
適
正
化
に
向
け
た
検
討

特色ある教育活動の検討（新規活動、既

存活動のブラッシュアップ）
⇒　詳細プラン・実施体制の検討などを実施

先進自治体

の情報収集

教育委員会会議での説明

（原小学校の教育環境をより良くする

　ための方法、特色ある教育活動）

小規模特認校に指定

学校主体による広報活動（小規模特認校の特色）

広報・申請受付（通学区域弾力化制度と同じタイミング）

申請書

配布・受付
抽選 指定学校通知

(1月中旬)

制度（案）

の設計

教育委員会会議で説明

（12月定例会議）

要綱の制定
1月or２月に

制度創設

支援内容の検討（予算編成

事務と並行）

　 ８/５

学校運営

協議会

８/31

保護者

７月

教育長へ意見書提出

　　　　　 　12/15

　臨時学校運営協議

会

（今後の取組イメー

保護者アンケート

２月初旬

臨時学校運営協議会

（方法の確認）

広報（就学時健診の通知にチラシを同封）

小規模特認校として

学校運営を開始

R９.4月

9/16

地域

説明会

先進校

視察

10/28

地域

説明会


